
高校生の皆さんからも募金をいただきました（多摩都市モノレール 玉川上水駅構内）
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次のお店に当会の募金箱があります。
６月３０日まで、熊本地震義援金としてお預
かりします。ご協力をお願いいたします。

珈琲専門店シャロー、寿司大和、スーパー原幸東大和店、
トライアングルコーヒー、森の風接骨院、小料理二美、生
そば大むら、㈲ワタナベ文具、進士薬局、クボタ米店、サ
イゼリヤ、山崎米店（芝中支店、桜が丘支店）、ハピネス
西東京、ヘアーハウスケイズ、Yショップしまや、㈲宮崎商
店、㈱尾崎商店(本店・中央店）、珈琲倶楽部、いなげや玉
川上水駅前店、丸信青果、カフェ森の熊さん、とみん葬祭、
音楽珈笛 音茶居、ミヤモト薬局、フタバドラッグストアー、
小川屋肉店（いずれも敬称略、順不同）

お問い合わせ
東大和市社会福祉協議会　総務係まで
TEL：042-564-0012　／FAX：042-564-3680

募金箱設置店一覧

熊本地震で被災された皆さまに
心からお見舞い申し上げます

熊本地震被災者支援のための

日 時
7月13日（水） 17時～19時

東大和ビッグボックス前 および
多摩都市モノレール 玉川上水駅構内

場 所

街頭募金を行います

たまちゃんも

　来ます！

皆さまのご協力を
 お願いいたします。

① 2016.6.15

〇熊 本 地 震  義 援 金 を 受 け 付 け て い ま す 。〇
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社会福祉法人
東大和市社会福祉協議会
☎ 042-564-0012 ㈹ FAX042-564-3680
〒 207-0015　 東 大 和 市 中 央 3-912-3
東大和社協ケアマネジメントセンター

☎ 042-564-0054
東大和社協ホームヘルパーステーション
介　護　保　険　 　☎ 042-564-0038
障害者総合支援　 　☎ 042-564-2620
ウ エ ル カ ム（ 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー）

☎ 042-564-0891
あんしん東大和　 　☎ 042-590-0018



　ウエルカムは精神障害を抱えた方々が地域で安
心して自分らしく生き生きとした生活を送れるよ
うに、一緒に考え支援する場です。
　面接・電話による相談やプログラムを行ってい
ます。また、くつろげる場が欲しい時、仲間が欲
しい時に気軽に立ち寄れる憩いの場の提供も行っ
ています。
　お気軽にご相談・お問合せください。

【開所時間】
月・水・金曜日　
　　午前９時から午後６時３０分まで
火・木・土曜日　
　　午前９時から午後５時まで

ご存じですか？？

「ウエルカム」

【お問合せ】　☎５６４―０８８８（相談）

　次の方々から善意のご寄付がありました。厚くお礼申し上げます。
　皆さまからの寄付金は、地域福祉向上のための取り組みや、福祉団体への支
援等に使用させていただきます。皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。
なお、社会福祉法人に対する寄付金は、所得税法の寄付金控除が受けられます。

㈱いなげや
㈱尾崎商店
たけのこ会
Ｍ.Ｓ

8,057
6,200
2,395
5,000

合計金額： 21,652円

◎一般寄付 （敬称略、順不同、単位：円）

※平成28年4月1日～平成28年5月31日 受付分

氏　　　名 金　　　額

善意のご寄付

平成27年度　社協会員加入のご協力
ありがとうございました

自治会・管理組合

末広一丁目睦会

事業所・福祉施設・団体

グローバルボンズ株式会社

介護者のつどい東大和

【団体会員の皆さまのご紹介】
平成27年12月1日～平成28年3月31日受付分（順不同・敬称略）

総　額　 2,630,585円

　地域で互いに支え合いながら安心して
暮らせるよう、地域福祉の向上と充実を
目指す社会福祉法人です。
　市民の皆さまをはじめ自治会・管理組
合、民生委員、福祉施設・団体、ボラン
ティア、事業所や行政等に参加・協力を
いただいています。

　社協では皆さまからいただいた会費や
寄付金を財源とし、さまざまな地域福祉
事業を展開しています。充実したサービ
ス提供のため、日々自主財源の確保に努
めていますが、社協は社会福祉法人であ
り民間企業のような利益追求は困難
です。皆さまからの会費が事業を行
う為の大きな力となります。
（事業の詳細は ４ ページをご覧くだ
さい。）

　社協の活動に賛同し会費を納入いただくことで、事業を支えてくださる方
が会員です。会員が増えることにより、財政が安定し「誰もが安心して暮ら
せるまちづくり」の実現につながります。
（なお、会員の方に社協がお願いごとをすることはありません。）

社協窓口へ直接ご持参いただくか、自治
会等を通じてお納めください。また、郵
便振替でも受け付けております（３ペー
ジの振り込み用紙をご利用ください）。

※郵便振替の場合、振込受領証をもって
領収書とさせていただきますのでご了
承ください。

社協会員
募集！！
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〈正会員〉
300円以上

〈賛助会員〉
1,000 円以上

〈特別会員〉
3,000 円以上

●入会するには？
〜申し込み方法〜 ●会員種類と年会費

社協ってなに？

会費ってなに？

会員とは？
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28

東大和ビッグボックス前

多摩都市モノレール玉川上水駅

うまかんべぇ～祭募金

店内募金

社協窓口

総合計 ¥1,183,913

¥356,833

¥421,983

¥89,080

¥70,284

¥245,733

会費の振込みは、
こちらの振込用紙
をお使い下さい

４月２３日（土）、２４日（日）都立東大和南公園での「うまかんべぇ〜祭」
でもたくさんの方のご協力をいただきました。

たまちゃんも

応援しています 街頭募金を行いました

　4月21日（木）から4月28日（木）までの1週間、東大和ビッグ
ボックス前および多摩都市モノレール玉川上水駅構内等において、街
頭募金を行いました。多くの方々のご協力に感謝申し上げます。
　お預かりしました義援金については、中央共同募金会へ送金させて
いただきました。（金額は5月31日現在）

熊本地震義援金募金
ご協力ありがとうございます

2016.6.15③



平成28年度の主な事業と平成27年度の実績
1）地域福祉事業

2）介護保険事業

3）障害者総合支援事業

4）精神障害者地域生活支援センター（ウエルカム）

5）住民による支援事業

平成28年度の主な事業
平成 27年度実績対　象　者事　業　名

さわやかサービス 高齢者・障害者・10歳未満の子どものいる世帯 家事援助と保育園等の送迎や一時保育の子育て支援 派遣件数：高齢者等支援　2,855件・子育て支援　1,068件

福祉サービス総合支援
成年後見活用あんしん生活創造事業
（あんしん東大和）

認知症高齢者、障害者等
成年後見制度の利用相談、申立支援等
地域福祉権利擁護事業
福祉サービスに関する苦情対応

地域福祉権利擁護事業・成年後見活用あんしん生活創造事業　　　　　　　　　　　
①相談件数
　・地域福祉権利擁護事業　2,217件
　・成年後見制度（継続、申立支援等含む）　396件
②福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業）
　　契約件数：2件（年度末契約件数：26件）
　　解約件数：2件
③苦情相談対応　11件・権利擁護相談　4件

ボランティア 誰でも 登録や派遣調整等、個人やグループの支援 ボランティア活動登録者数：個人103名・グループ489名（グループ数19グループ）
派遣件数：43件　　派遣延べ人数：161名

見守り・声かけ活動 高齢者 見守り・声かけ、地域組織化 登録利用者：415名　　協力員：317名
ふれあいなごやかサロン 誰でも サロン活動支援、地域の拠点づくり 登録サロン：26団体　　参加者数延べ：11,952名
声の広報 視覚障害者 市報、こうみんかんだより、選挙のお知らせの録音 録音本数延べ：700本

養成講座 誰でも 手話通訳者養成講座、さわやか講座、
ボランティア講座、手話講習会

手話通訳者養成講座：11名  さわやか講座：16名  ボランティア講座延べ：40名
手話講習会　初・中・上級修了者61名  

車いすステーション 高齢者、心身障害者（児）、傷病者 １回２か月まで 貸出件数：299件（内、社協：81件、ステーション：218件）
ステーション設置数：23カ所

応急小口資金貸付 低所得者 生活をつなぐに必要な最小限度の資金の貸付
限度額７万円 相談件数：33件　　貸付件数：5件

生活福祉資金貸付 低所得者、障害者、高齢者 福祉資金、教育支援資金、総合支援資金、
不動産担保型生活資金の貸付 相談件数：236件　　貸付件数：15件

低所得者・離職者対策事業
（受験生チャレンジ支援事業） 低所得者 受験生学習塾代・受験料の貸付 貸付件数：78件

（受験生学習塾代：45件　　受験料：33件）

ふれあい歩こう会 健康な高齢者 生きがいと仲間づくりを図るため
市内遊歩道等を散策 参加者数：春401名・秋 雨天中止

福祉標語 児童 福祉標語募集 最優秀作品「なにげない　その一言で　広がる輪」

介護支援いきいき活動 市内在住の高齢者 市内福祉施設等での地域貢献活動
ポイントに応じ転換金交付 登録者：104名　　登録施設：18カ所

生活支援コーディネーター 誰でも 住民活動（サロン等）の支援 平成27年11月より開始　連絡会：7回

避難者の孤立化防止事業 東日本大震災の影響により市内に
避難している方及びその家族 戸別訪問、情報提供 戸別訪問：6回　　個別相談：3件

支援や助成 各種団体、グループ等 各種支援や助成金等 31団体活動費助成
幼老交流（ふれあいクッキング） 高齢者・小学生 異世代同士の交流を図るための調理および会食 年2回開催　　参加者数：83名（合計）

居宅介護支援（ケアマネジメントセンター）
介護保険 要介護認定を受けている方

サービス計画作成 ケアプラン作成：1,253件　　訪問調査：71件
訪問介護（ヘルパーステーション） ヘルパー派遣 派遣件数：8,363件

居宅介護・重度訪問介護・移動支援
（ヘルパーステーション） 身体、知的、精神の障害児者 ヘルパー派遣 派遣件数：5,226件

相談支援 精神障害者及びその家族 面接・電話訪問による相談 相談件数7,013件

地域活動支援センター 精神障害者

精神障害者

交流室の提供・プログラム（夕食会、料理教室、
スポーツ（卓球）、パソコン教室、講演会等） 交流室利用者数延べ：4,702名　プログラム参加者数延べ：790名

特定相談 サービス等利用計画作成 サービス等利用計画作成：157件　　モニタリング：216件
精神障害者一般相談 地域移行、地域定着 地域移行：1件

誰でも会員増強運動 ７月１日～７月31日
（増強月間以外でも常時受付）

正会員：3,460件　賛助会員：484件　特別会員：129件　準会員：26件
自治会・サロン一括：23件　　　会費額：2,630,585円

誰でも赤い羽根共同募金運動 10月１日～10月31日 募金額：844,995円
誰でも歳末たすけあい運動

資産の部 合計 282,378,254

119,238,860

163,139,394

282,378,254

負債の部 合計

流動資産
基本財産（固定資産）
その他の固定資産

流動負債
固定負債

基本金
基金
積立金
次期繰越活動収支差額

77,794,209
1,000,000

203,584,045

17,048,507
102,190,353

1,000,000
31,261,594
57,742,284
73,135,516

11月初旬～12月15日 募金額：1,933,376円

誰でも福祉祭

(単位：円）

多くの市民・団体の参加を得て福祉に対する
理解と協力の輪を広げ、地域福祉の充実を図る

１１月8日中小企業大学校　午前10時～午後2時30分
参加協力団体：27団体　　収益金：1,368,118円

資　産　の　部

負　債　の　部

内　　　容

平成27年度　貸借対照表総括表

負債及び純資産の部 合計

純資産の部 合計

純　資　産　の　部
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平成27年度 社会福祉法人決算

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
基金受取利息配当金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計⑴
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
その他の支出
事業活動支出計⑵

事業活動資金収支差額⑶=⑴-⑵
施設整備等収入計⑷
固定資産取得支出
施設整備等支出計⑸

施設整備等資金収支差額⑹=⑷-⑸
基金積立資産取崩収入
積立資産取崩収入
その他の活動収入計⑺
積立資産支出
その他の活動支出計⑻

その他の活動資金収支差額⑼=⑺-⑻
予備費支出⑽
当期資金収支差額合計⑾＝⑶+⑹+⑼-⑽

収
　
　入

収
入

支
　
　出

支
出

支
出

収
入

予　算（A） 決　算（B） 差異（A）-（B）
556,915
630,464

1,839,370
3,786,805

306,000
3,417,005

-1,431,069
3,995,611

15,872
12,593
-19,278

13,110,288
11,693,104
4,613,227
4,185,339

80,000
282,500

0
365,424

21,219,594
-8,109,306

0
6,848
6,848

-6,848
700,000

3,801,000
4,501,000

438,236
438,236

4,062,764
500,000

-4,553,390

2,728,085
1,369,536

66,421,630
63,939,195

194,000
12,199,995
47,335,069
32,811,389

4,128
34,407

985,278
228,022,712
181,758,896

22,827,773
18,983,661

220,000
1,434,500
1,164,000
1,739,576

228,128,406
-105,694

0
3,214,152
3,214,152

-3,214,152
0

4,268,000
4,268,000

13,289,764
13,289,764
-9,021,764
―　　

-12,341,610

3,285,000
2,000,000

68,261,000
67,726,000

500,000
15,617,000

45,904,000
36,807,000

20,000
47,000

966,000
241,133,000
193,452,000

27,441,000
23,169,000

300,000
1,717,000
1,164,000
2,105,000

249,348,000
-8,215,000

0
3,221,000
3,221,000

-3,221,000
700,000

8,069,000
8,769,000

13,728,000
13,728,000
-4,959,000

500,000
-16,895,000

前期末支払資金残高⑿
当期末支払資金残高⑾+⑿

-1,554,037
-6,107,427

73,087,312
60,745,702

71,533,275
54,638,275

（単位：円）
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パレード［たくさんのお友だちに会えました］

「生活支援コーディネーター事業」
　平成27年の介護保険制度の改正により、
介護予防・日常生活支援総合事業および生
活支援体制整備事業が始まりました。この
事業は高齢者が住み慣れた地域で生活を継
続できるようにするために、介護、医療、
予防、生活支援を包括的に構築することを
目的としています【地域包括ケアシステム
の構築】。この地域包括ケアシステムにお
ける「生活支援・介護予防」の必要性は高く、ボランティアやＮＰＯ、民
間企業、共同組合など多様な主体がサービスを提供していくことが求めら
れています。
　また、元気な高齢者が生活支援の担い手として社会参加をすることによ
り地域を活性化させ、自身の介護予防につなげていくことも望まれていま
す。
　生活支援コーディネーターは地域にある社会資源や、人材などをコー
ディネートし東大和市ならではの「生活支援・介護予防」にむけた地域づ
くりを図って行きます。
　東大和市の生活支援コーディネーターは、東大和市全体を担当する第１
層コーディネーターとして社会福祉協議会に１名が配置され、市内を３カ
所のエリアに分け担当する第２層コーディネーターを各ほっと支援セン
ター（きよはら、なんがい、いもくぼ）に設置予定としています。

　現在、各コーディネーターが地域の
サロンや老人クラブ、自治会などを訪
問させていただき、活動の見学やご意
見を聞かせていただくなど地域の社会
資源の把握につとめています。
　これから、地域活動やボランティア
活動などをお考えの方がいらっしゃい
ましたら、ぜひご相談ください！
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「
し
ゃ
き
ょ
う
の
た
ま
ち
ゃ
ん
」

　
４
月
23
日
（
土
）
、
24
日
（
日
）
に
都
立
東
大
和
南
公
園
に
お
い
て

「
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
「
し
ゃ
き
ょ
う
の
た
ま
ち
ゃ
ん
」
も
お
祭
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
た
ま
ち
ゃ
ん
が
登
場
す
る
と
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の

方
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
々
に
囲
ま
れ
、

握
手
を
し
た
り
、

写
真
撮
影
を
し
た

り
と
大
人
気
。

　

た
ま
ち
ゃ
ん
も

み
ん
な
に
会
え
て

大
喜
び
の
２
日
間

で
し
た
。

　

ま
た
５
月
15
日
（
日
）
、
東
京
都

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
市
区

町
村
か
ら
１
６
０
０
人
の
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
と
社
協
や
行
政
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
18
体
が
参
加
。
大
勢
の
方
々

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
新
宿
の
ま

ち
を
歩
き
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

大
活
躍
!!

うまかんべぇ〜祭［福島県からきた「みんべ〜」と］

〇熊 本 地 震  義 援 金 を 受 け 付 け て い ま す 。〇
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以
前
よ
り
お
伝
え
し
て
い
る
と
お
り
、
社
協
で
は
、
地

域
の
防
災
訓
練
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
協
が
行
う
地
域
の
防
災
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

以
下
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

① 

車
い
す
操
作
体
験
訓
練

② 

避
難
所
で
の
高
齢
者
等
支
援
の
方
法

③ 

災
害
時
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
体
験
訓
練

第
10
回
目
と
な
る
今
回
は
、
③
災
害

時
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
体
験
訓
練
を
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
「
心
の
準
備
」
を
体
験
す
る
の
が
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

体
験
訓
練
で
す
。
（
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
と
は
岐
路
、
分
か
れ

道
と
い
う
意
味
で
す
。
）

　

災
害
が
起
き
た
時
、
皆
さ
ん
の
身
に
、
ど
ん
な
こ
と
が

ふ
り
か
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
？
た
と
え
ば
、
夜
中
の
１

時
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
ら
避
難
し
ま
す
か
？
避
難
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
避
難
所
に
は
ペ
ッ
ト
を

連
れ
て
行
き
ま
す
か
？
急
い
で
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
、
人
が
倒
れ
て
い
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
な
ど
、

災
害
発
生
時
に
は
様
々
な
選
択
が
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
答
え
に
正
解
、
不
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
、
他
の
人
は
ど
う
考
え
る

の
か
な
ど
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
と
も
に
、
他
の

人
の
意
見
を
聞
き
、
話
し
合
う
場
を
つ
く
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
体
験
で
あ
り
、
心
の
備
え
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
時
に
ど
ん
な
選
択
を

せ
ま
ら
れ
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
自
分
と
は
違
う
考

え
を
持
つ
人
の
話
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
ど
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
す
。

　

自
治
会
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
人
数
に
応
じ

て
企
画
し
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
は
ゲ
ー
ム
感

覚
で
楽
し
め
る
訓
練

で
す
。

　

ど
う
ぞ
気
軽
に
社

協
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
は
、
「
災
害
へ
の
備
え
」
と
聞
い
て
、
ど
ん
な

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

一
般
的
に
は
、
「
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
」
「
家
具
の
転
倒
防
止
を
し
て
い
ま
す
。
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
物
と
し
て
の
準

備
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
市
の
防
災
対
策
を
学
習
し
た
り
、
「
自

分
た
ち
は
、
ど
こ
の
避
難
所
に
避
難
す
れ
ば
よ
い
の

か
。
」
ま
た
、
「
家
族
同
士
で
の
連
絡
の
と
り
方
。
」
な

ど
も
話
し
合
っ
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
情
報
と
し
て
の
備
え
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
物
、
あ
る
い
は
情
報
と
し
て
の
準
備
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ら
に
「
心
」
の
備
え
を

し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
東
大
和
社
協
災
害
対
策
�

○
社
協
の
防
災
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

○
災
害
時
の
備
え

〜
当
会
の
災
害
時
に
備
え
た
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
〜

「あんしん東大和」 
からのご案内

対象となる方からのご相談、ご紹介を
お待ちしています！

成年後見制度に関する身近な相談窓口 平成２８年度 第１回あんしん東大和講演会

　※手話通訳、要約筆記があります。
　　聞こえに不自由さを感じている方も、お気軽にご参加ください。

※ 専門職 ( 弁護士、司法書士、社会福祉士など ) 後見人等の方からのご連絡
もお待ちしています。

相談は無料です。 お気軽にご相談ください。

お申し込みはこちらまで！

問合せ　あんしん東大和　☎５９０－００１８
　東大和市社会福祉協議会　あんしん東大和
　☎ 042-590-0018　FAX 042-564-3680

「後見人になったけど、これか
らどんなことをしたらいいか
わからない。」「どこに相談し
ていいかわからない。」などお
気軽にご相談ください。

成年後見人等として活動
中の方、活動を予定して
いる方にご案内します。

身体のことを「かかりつけ医」に相談するように、身のまわりのことを相談で
きる、「かかりつけの弁護士」がいたら安心ですよね。
敷居の低い弁護士が、皆さまのかかりつけ弁護士として、身近な「困った！」
をクイズを交え、わかりやすく説明します。

日　時　平成 28年7月28日（木）
　　　　午前 10時〜 12時（受付 9時 30分より）
講　師　杉野　公彦　弁護士（ひめしゃら法律事務所）
参加費　無料　定員：40名
申込み　7月2５日（月）までに電話かファックスにて
場　所　東大和市社会福祉協議会　第 2会議室

成年後見人等として支援
活動を行っている方など
からの相談を受け付けて
います。

成年後見制度に関す
る講演会や学習会、
座談会などを企画し
ています。

2016.6.15

〇熊 本 地 震  義 援 金 を 受 け 付 け て い ま す 。〇
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参
加
者
大
募
集
！

夏
！ 

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　今
年
も
7
・
8
月
を
中
心
に
「
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
行

い
ま
す
。

　夏
休
み
等
を
利
用
し
て
、
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
体
験
し
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
社
会
人
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

体
験
し
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　東
京
都
共
同
募
金
会
で
は
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る
地

域
配
分（
B
配
分
）の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　地
域
配
分（
B
配
分
）は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
寄
付
金
の
一
定
割
合

を
、
そ
の
地
域
で
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
地

域
性
の
高
い
施
設
・
団
体
が
行

う
地
域
福
祉
の
増
進
を
目
的
と

し
た
具
体
的
な
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　申
請
額
は
、
1
施
設・
団
体

あ
た
り
10
万
円
か
ら
30
万
円

で
、
対
象
事
業
は
、
備
品
整
備
、

小
破
修
理
、
利
用
者
主
体
の
事

業
な
ど
で
す
。
施
設
・
団
体
維

持
の
た
め
の
運
営
費
は
対
象
外

で
す
。

　申
請
書
の
提
出
期
限
は
、

８
月
31
日（
水
）
で
す
。詳
し
く

は
東
京
都
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
小

学
生
以
上
の
方

※

下
記
の
説
明
会
へ
の
出
席
も

　必
要
で
す
。

高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、

福
祉
作
業
所
、
保
育
園
、
児
童

館
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
体
験

無
料

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
料

　（3
0
0
円
〜
）
が
必
要
で
す
。

○説明会
　活動する場合は、説明会への参加が必須です。下
記のうちいずれか1回に必ずご参加ください。説明会
へ参加できない方は活動することができませんので
ご注意ください。

 ①7月22日（金） 午前10時～12時
 ②　　〃　　　 午後7時～9時
 ③7月28日（木） 午後1時30分～3時30分
 ④8月 2日（火） 午後1時30分～3時30分
 ⑤　　〃　　　 午後7時～9時
 　
           
          

           〇事業説明・ボランティア活動を始めるに
               あたっての注意事項
 ○受け入れ施設の概要説明
 ○①③子ども向け手遊び、②④⑤車いす体験

赤
い
羽
根
共
同
募
金

地
域
配
分
の

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費

▽
内

　容

▽
対
象
者

最初の一歩を
ふみ出すチャンス！

申し込みから活動に参加するまでの流れ

①参加資料の取り寄せ
活動先を選ぶ

②社協窓口で本人が申し込む

③説明会への出席

④活動先の決定

⑤活動先とのオリエンテーション

⑥ボランティア活動の体験

⑦アンケートの回答

①まずは資料を取り寄せてください。　Ⅰ活動先一覧　　Ⅱ申込みカード　
　 自分でやってみたい活動内容や、日程に合わせて、確実に参加できるものを選んでください。
　 ただし、キャンセルのないように！（基本的に土日は除きます。）

②申込み　申し込みカードを提出（参加費無料）　ボランティア保険の加入
    郵送や代理の人が申し込むことはできません。希望活動先の申込み状況や人数調整を行います。
　本人が来所してください。（窓口開所時間：月～金曜日 ８：３０～１７：１５）

③説明会　
 　上記の通り。必ずご参加が必要です。

④活動先の決定　

⑤活動先とのオリエンテーション
　活動日時、注意事項などを活動先と確認していただきます。オリエンテーションの日時については、
     活動先ごとに異なります。    改めてご連絡いたします。

⑥ボランティア活動の体験
　活動中にわからないことや困ったことがあったら、活動先の担当者やボランティアセンターに
    相談してください。

⑦感想文・アンケートの回答
　アンケートを提出いただきます。活動を通して感じたこと、発見したこと、どんなことでも結構ですので 
    みなさんのご意見をお聞かせください.。ボランティア活動の体験が終わったらすみやかに、 窓口へ
　持参するか郵送するか、 どちらかの方法で提出ください。

〈東京都共同募金会ホームページ〉

《 7月1日（金）より掲載》

http://www.tokyo-akaihane.or.jp/
　　　shinsei/shinseiyouryou.php

＜問合せ＞
東大和市社会福祉協議会
☎    ：564－0012
FAX：564－3680

日　時

場　所

内　容
社会福祉協議会　会議室

お問い合わせは、

☎564-0035までお気軽にどうぞ！

2016.6.15
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東大和市中央 4-965-215

行政書士 赤門法務事務所

生 前 契 約
おひとりさま

NPO 法人 あんさんぶる

・葬式・片付け予約
・身元保証

〈窓口〉

場所：東大和市芋窪6-1284-1 0120-705-558

2017年春オープン予定
〔介護老人保健施設〕プラチナ・ヴィラ東大和
オープニングスタッフ募集
介護
職員

リハ
スタッフ

ケア
マネジャー看護師

医療法人徳寿会 採用フリーダイヤル

～わたくしたちは
福祉のまちづくりを
応援しています～

ボラグル紹
介!!

ボラグル紹
介!!

シリーズ・ボランティアグループ紹介
今回は

の紹介です。空堀川を考える会

ボランティア募集！
○施設での各種ボランティア募集！ ○情報をお寄せください！

　当会は、平成14年12月、蔵敷公民館の環境講座「空堀川を考
えるⅡ」の受講者による自主グループとして発足し、環境団体と
して今日に至ります。（現在会員数14名）
　主に、東大和市の都市将来像である「人と自然が調和した生
活文化都市　東大和」の実現を願い、市民の思いが反映した「い
い川づくり（多自然川づくり）」の活動を中心に、要求するだけで
なく私たち自身も、環境や社会に少しでも役立つように、行政や
他の団体と協働して行動したいと考えます。（新会員募集中！）
具体的活動として、「公民館まつり」や「環境市民の集い」への出
展などの啓発活動、水質調査や空間放射線測定などの調査活動、
整備工事が終了し安全になった空堀川河川敷の清掃活動（春・
夏・秋）を行っています。
　去る4月16日に実施した春の清掃活動（第27回クリーンアッ
プ）には、92名の皆さんの参加を得て130kgのゴミを回収するこ
とができました。なお、夏の清掃は、7月23日（土）を予定してお
ります。市報等で改めてご案内いたしますので、ご支援ご参加を
お願い致します。

　皆さんは市内に色 な々福祉施設があることをご存じですか。
　福祉施設ではボランティアの手を借りることで、入所者等の生活
がより充実したものになることが期待されます。
　施設では職員と相談しながらボランティア活動ができるという利
点もあります。ボランティア活動の「はじめの一歩」としても適してい
ます。ご自分の空いた時間を使い、参加してみませんか？
　現在、高齢者施設等での話し相手や散歩の付き添い、趣味活動
（書道・小物づくり・将棋など）を一緒に楽しんでいただける方を特
に募集しております。

　ボランティアセンターでは、ボランティア活動として歌や踊り、
演劇などを披露していただける方の情報を集めております。
　高齢者施設のイベントの際などに、ご出演、ご協力いただける
方がおりましたら情報をお寄せください。

※他にも色々な活動があります。
　活動先一覧表もございますので、必要な方はボランティアセン
ターまでご連絡ください。
　また、皆さんからの「こんなことできるんだけど。」の相談も受
け付けております。

・清掃活動：年3回（春・夏・秋）
・啓発活動：蔵敷公民館まつり・環境市民の集いなどへの出展、
学習会・見学会開催
・調査活動：水質調査（6月）、源流調査・河川等実地調査、　
空間放射線調査など
連絡先

小倉安洋（東大和市奈良橋6丁目）
TEL：042-563-6463　（携帯　070-5467-6860）　
アドレス：①P C　yasogura@jcom.zaq.ne.jp
  ②携帯　yasogura@ymobile.ne.jp

活動データ

写真は、春の清掃活動のものです。
※他にも色々な活動があります。

お問い合わせは、

☎564-0035までお気軽にどうぞ！

2016.6.15

〇熊 本 地 震  義 援 金 を 受 け 付 け て い ま す 。〇

⑧


